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1. 背景 上記のような入力用/照合用データを自動作成

できれば，入力用データに対する試験対象ジョ

ブの実行結果と照合用データの比較により，結

果確認の自動化も可能となる．そこで実環境か

ら試験環境へ，試験対象ジョブの開始時点(入力

用)及び完了時点(照合用)のデータを収集するこ

とを検討した．ジョブ実行開始時点のデータは，

実環境において実行実績を持ち，ジョブ実行可

能な整合性を持つことが保証される．また試験

対象ジョブに誤りがなければ，上記入力用デー

タに対するジョブ実行結果は，実環境における

ジョブ実行完了時点のデータと一致する． 

IT技術が社会インフラや企業活動を支えるよ

うになるに従い，情報システムに対して高い信

頼性が求められるようになり，システムに対す

る試験の強化が要求されている．その一方で情

報システムへの投資は減少傾向にあり，試験強

化と効率化の両立が求められている．システム

はオンライン処理システムとバッチ処理システ

ムに大別され，我々はネットワーク通信の模擬

による，オンライン処理システムの試験自動化

に取り組んできた[1][2][3]． 

一方バッチ処理システムは DB/ファイルへの入

出力処理が中心であり，上記とは異なる技術が

要求される．バッチ処理システムでは数 1000 に

のぼるジョブが DB 等を介して連携動作しており，

プラットフォーム更新や一部プログラムの改修

におけるリグレッション試験に人手と時間を要

している．本稿では，稼働中の実環境から試験

データを自動収集し，バッチ処理システムのリ

グレッション試験を自動化する方式について検

討する． 

 

2.2 試験データ収集方式 
試験データ収集時には，データの整合性を保

証するために，実環境のジョブを一時停止する

必要がある．しかしバッチ処理に割り当てられ

た時間帯は限られており，試験データ収集によ

る遅延を許容範囲内に収める必要がある．そこ

でファイルコピーなどの方法に比べてジョブ停

止時間が短い，スナップショット技術を利用し

てデータ収集を行う．  
スナップショット機能は，仮想化ソフトウェ

ア/ファイルシステム/ストレージ機器などが提

供している．それぞれが提供するスナップショ

ット機能を利用する，下記 3方式を検討した． 

2. バッチ処理システムの試験自動化 
2.1 概要 

バッチ処理システムの試験は，試験データ作

成，試験実行，結果確認の 3 ステップで行う．

試験対象となる各ジョブはスケジューラ等によ

り自動実行可能であり，試験データ作成と結果

確認の自動化が課題となる． 

 

(1) 仮想マシン方式 

仮想化ソフトウェアのスナップショット機能

を利用する．試験データとして仮想マシンの

スナップショットを保存し，仮想マシンを復

元して試験実行と結果確認を行う．この方式

では，試験環境に試験データ収集用の仮想マ

シンを設け，実環境からこの仮想マシンへ DB

のリアルタイム同期を行っておく(DBMS の機能

を利用)．テキストファイルなど DB 以外のデ

ータは，データ収集時に試験環境へ別途コピ

ーする必要がある． 

試験データとして必要になるのは，入力用デ

ータ及び照合用データである．入力用データは

試験対象ジョブへの入力となるデータであり，

試験対象ジョブを実行可能な整合性のとれたデ

ータが必要である．また照合用データは試験結

果を確認するためのデータであり，入力用デー

タに対して試験対象ジョブが正しく動作した場

合の出力データが必要となる． 

(2) ファイルシステム方式  
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ファイルシステムのスナップショット機能を

利用する．試験データとしてファイルシステ

ムのスナップショットを保存し，これを復元

して試験実行と結果確認を行う．同一ファイ
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ルシステムを実環境/試験環境で同時に使用で

きないため，この方式でも仮想マシン方式と

同様に，実環境から試験環境への DB リアルタ

イム同期とファイルコピーが必要である． 

(3) ストレージ方式 

ストレージ装置のスナップショット機能を利

用する．実環境/試験環境の双方で利用可能な

共有ストレージが前提となるが，DB リアルタ

イム同期/ファイルコピーは不要である． 

 

表 1に，上記 3 方式の比較を示す．仮想マシ

ン方式は仮想マシン上で試験を行うこと，仮想

化ソフトウェアを利用できるのがIAサーバに限

られることから，試験環境と実際の動作環境が

異なる可能性がある．さらにデータ収集時の仮

想マシンのメモリ内容の保存，ファイルコピー

のため，他の 2 方式に比べてデータ収集時間が

大きくなる．またファイルシステム方式では，

ファイルコピーが必要になるため，ストレージ

方式に比べてデータ収集時間が大きくなる． 

以上より，共有ストレージを利用可能な場合

はストレージ方式が最適である．すでに多くの

システムでストレージ装置が利用されており，

ストレージ方式を適用可能なケースが多いと考

えられる． 

表 1 データ収集方式の比較 
 仮 想 マ シ

ン方式 

ファイルシ

ステム方式 

ストレージ

方式 

試験 

環境 

仮 想 マ シ

ン環境 

実際の動作

環境と同じ 

実際の動作

環境と同じ

データ 

収集時間 
Ts+Tc+Tm Ts+Tc Ts 

Ts:スナップショット作成時間, Tc:ファイルコピー

時間, Tm:メモリ保存時間 

 

2.3 実現方式 
図 1に，ストレージ方式による試験自動化シ

ステムの実現方式を示す．現行システムが動作

する実環境と試験環境からなり，両環境はスト

レージ装置を共有する．試験自動化システムの

処理フローは以下のとおりである． 

 

(1) 試験データ作成(収集) 

試験対象ジョブの開始時点(入力用)，終了時

点(照合用)のスナップショットを作成する． 

(2) 試験実行 

入力用データを試験環境に復元し，試験対象

ジョブを実行する． 

図 1 実現方式(ストレージ方式) 
 

 (3) 結果確認 

照合用データを試験環境に復元し，試験対象

ジョブにより更新された入力用データと照合

用データの比較により試験結果を判定する． 

 

3. まとめと今後の課題 
バッチ処理システムのリグレッション試験に

おいては，試験データ作成と結果確認に人手と

時間を要している．これに対し本稿では，実環

境から試験データを自動収集することにより，

試験データ作成と試験結果の照合を自動化する

方式を検討した．この方式により，十分な試験

を行いつつ試験コストを削減し，信頼性とコス

ト削減の両立を実現する． 

今後は，本方式を実際のシステム試験に適用

し，有効性の評価と問題点の把握・改善を行っ

ていく． 
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